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【目的】婦人科悪性腰痛に対する骨盤内臓全摘

術の意義を検討する.

【対象】子宮体癌 1例,子宮頭痛2例,卵巣癌 2

例,中皮腫 1例.中皮腫の 1例を除く5例は,骨

盤内臓全摘術を施行する以前に化学療法あるいは

放射線化学療法が施行されていた.肉眼的RO手

術が5例,Rl手術が 1例であった.

【結剰 4症例で削 ･骨盤腔感染を釆したが保存

的に治療可能であり,再手術例や術死例は認めな

かった.術後約2年無再発で生存 している症例も

認めた,

【結語】術後経過観察期間が短 く予後について

の検討は十分に根来ないが,究極の debulking

surgeryとしての意義は大きいと考えられた.
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今回私達は当院におけるFOLFOX,FOLFIRI

療法の現状,成績などについて検討した.対象は

2006年 10月-2008年 11月までに治療をした60

例.2008年の新規導入者数は30名.原則として

進行 ･再発癌に対 してFOLFOX,FOLFIRI療法

は行われているが,2例だけ術後補助化学療法と

して行われていた.進行 ･再発切除例は ま1例で,

10例は現在まで再発を認めていない.進行 ･再発

非切除例ではレジメン別,投与量別などの奏効率

について検討 した.

稀な副作用として間質性肺炎を2例認め,うち

1例は救命できなかった.今後 も長期にわたる

FOLFOX,FOLFIRJ療法症例の蓄積が必要である

と考えられた.

7 胆管癌を合併した3歳男児の先天性胆道拡張

症の 1例
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我々は胆管癌を合併した3歳男児の先天性胆道

拡張症の 1例を経験 したので,若干の 文献的考察

を加えて報告する.

症例は3歳,男児.激 しい上腹部痛 ･唯蛙で発

症 した.腹部超音波検査および腹部 CTで嚢腫状

に拡張した総胆管を指摘されたが,胆道壁の不整

や隆起性病変など悪性魔境の合併を疑う所見は認

めなかった.

先天性胆道拡張症と診断し,胆嚢及び肝外胆管

の切除と肝管空腸吻合を行った.切除標本の肉眼

所見では粘膜面の異常所見は認められなかった

が,病理所見では胆嚢管に浸潤し広範囲な上皮内

進展を伴う高分化腺癌を認めた.

先天性胆道拡張症の初回手術時に胆管癌合併を

認めた症例は小児でも少数ながら報告されている

が,本症例は担界最年少と思われた.
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ル入れ替えの工夫～長期血管温存のために～

平山 祐･窪捌 正幸 ･奥山 直樹

塚u] 寅実

新潟大学大学院医聞学総合研究科

小児外科学分野

短腸症候群や難治性イレウスの恩児において,

血管ル- 卜の長期温存が課題となる.我々は中心

静脈カテ-テル (以下CV)入れ替えの工夫とし

て,症例により皮下 トンネルの線維性鞘 はbrous

sheath)を再利用する方法を行っている.H20年

6月からの約 5ケ月間に2例,計 3回 (平均 7歳

7ケ胃)の交換を行い,いずれも合併症なくスム

-封 =施行し得た.手順はまず,cv皮膚刺入部

から剥離を進めカフを剥離後,CVを包む線維性

鞘を同定する.次いで感染所見が無いことを確認


